
JP 4495537 B2 2010.7.7

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明光を放射する主光源と、
　該照明光の光路上に内視鏡の光ファイバの入射端面を保持する光ファイバ保持手段と、
　各種情報を表示する液晶パネルと、
　該液晶パネルを照明するバックライトと、を備えた内視鏡用光源装置において、
　該バックライトが放射するバックライト光を該光ファイバに入射させるバックライト光
入射手段を備えたこと、を特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】
　前記バックライト光入射手段は、前記バックライトを、前記入射端面と対向するように
前記主光源と前記光ファイバ保持手段との間のスペースに移動させること、を特徴とする
請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項３】
　前記照明光の光量を検知する光量検知手段をさらに備え、
　検知された光量が所定の閾値以下の場合、前記バックライト光入射手段は、前記バック
ライトを前記スペースに移動させること、を特徴とする請求項２に記載の内視鏡用光源装
置。
【請求項４】
　電源がオフされると、前記バックライト光入射手段は、前記バックライトを、前記液晶
パネルを照明する為の位置に移動させること、を特徴とする請求項２または請求項３のい
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ずれかに記載の内視鏡用光源装置。
【請求項５】
　前記バックライト光入射手段は、前記バックライト光が前記光ファイバに入射するよう
に当該バックライト光を偏向させるバックライト光偏向手段と、該バックライト光偏向手
段を該バックライト光の光路上に移動させる移動手段と、を有したこと、を特徴とする請
求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項６】
　前記照明光の光量を検知する光量検知手段をさらに備え、
　検知された光量が所定の閾値以下の場合、前記バックライト光入射手段は、前記バック
ライト光偏向手段を前記光路上に移動させること、を特徴とする請求項５に記載の内視鏡
用光源装置。
【請求項７】
　電源がオフされると、前記バックライト光入射手段は、前記バックライト光偏向手段を
前記光路から退避させること、を特徴とする請求項５または請求項６のいずれかに記載の
内視鏡用光源装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載の内視鏡用光源装置と、
　前記光ファイバ保持手段にその入射端面が保持される光ファイバを有した内視鏡と、を
備えたこと、を特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、体腔内を照明する照明光を放射する光源を備えた内視鏡用光源装置、及び
該内視鏡用光源装置を備えた内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　体腔内を観察する為の内視鏡システムは、一般に、体腔内に光を導くライトガイドがそ
の内部に挿通された内視鏡と、当該ライトガイドに導光される照明光であって、体腔内を
照明する照明光を放射する光源を有した内視鏡用光源装置を備えている。このような装置
に設けられた光源には、例えばメタルハライドランプやキセノンランプまたはハロゲンラ
ンプ等が採用されている（例えば特許文献１）。
【０００３】
　また、このような内視鏡システムの光源装置において、先に列挙した主光源の他に補助
光源を備えたものが提案され実用に供されている（例えば特許文献２）。このような補助
光源は、上記主光源が例えば故障などによって点灯できない状態になった場合の代用光源
として備えられたものである。
【０００４】
　なお、上記特許文献２の光源装置では、補助光源を使用しない場合には主光源から放射
される照明光を妨げない位置に当該補助光源を退避させており、補助光源を使用する場合
にはその退避位置からライトガイド入射端面近傍の位置まで当該補助光源を移動させてい
る。
【特許文献１】特開２００３－３８４３７号公報
【特許文献２】特開２００４－１６７１２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら上記特許文献２に示されたような光源装置では、代用光源としての専用の
補助光源を設置するスペース及び当該補助光源を退避させるスペースが必要となる為、装
置自体が大型化してしまうという問題点があった。
【０００６】
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　そこで、本発明は上記の事情に鑑み、装置の大型化を抑えつつ代用光源を設置すること
ができた内視鏡用光源装置、及び該内視鏡用光源装置を備えた内視鏡システムを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決する本発明の一態様に係る内視鏡用光源装置は、照明光を放射する主
光源と、該照明光の光路上に内視鏡の光ファイバの入射端面を保持する光ファイバ保持手
段と、各種情報を表示する液晶パネルと、該液晶パネルを照明するバックライトとを備え
たものであり、該バックライトが放射するバックライト光を該光ファイバに入射させるバ
ックライト光入射手段を備えたものである。
【０００８】
　なお、上記内視鏡用光源装置において、バックライト光入射手段は、バックライトを、
光ファイバ入射端面と対向するように主光源と光ファイバ保持手段との間のスペースに移
動させることができる。また、上記内視鏡用光源装置は照明光の光量を検知する光量検知
手段をさらに備えたものであっても良く、検知された光量が所定の閾値以下の場合、バッ
クライト光入射手段は、バックライトを前記のスペースに移動させることができる。
【０００９】
　また、上記内視鏡用光源装置において電源がオフされると、バックライト光入射手段は
、液晶パネルを照明する為の位置にバックライトを移動させることができる。
【００１０】
　また、上記内視鏡用光源装置において、バックライト光入射手段は、バックライト光が
光ファイバに入射するように当該バックライト光を偏向させるバックライト光偏向手段と
、該バックライト光偏向手段を該バックライト光の光路上に移動させる移動手段とを有し
たものであっても良い。また、上記内視鏡用光源装置は照明光の光量を検知する光量検知
手段をさらに備えたものであっても良く、検知された光量が所定の閾値以下の場合、バッ
クライト光入射手段は、バックライト光偏向手段を光路上に移動させることができる。
【００１１】
　また、上記内視鏡用光源装置において電源がオフされると、バックライト光入射手段は
、バックライト光偏向手段を上記光路から退避させることができる。
【００１２】
　また、上記の課題を解決する本発明の一態様に係る内視鏡システムは、上述したいずれ
かの内視鏡用光源装置と、光ファイバ保持手段にその入射端面が保持される光ファイバを
有した内視鏡とを備えたものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の内視鏡用光源装置では、液晶パネルの照明光学系であるバックライトを代用光
源として利用している為、装置に専用の代用光源を設置する必要がない。また、本発明の
バックライトにおいて、従来の代用光源の退避位置に相当する位置は、液晶パネルを照明
する為の位置であり、バックライトが本来設置されるべき位置である。この為、代用光源
を退避させるスペースを装置内部に特別に確保する必要がない。従って、代用光源を備え
つつも装置が大型化しない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　図１は、本発明の実施例１の電子内視鏡システム１０を模式的に示した図である。以下
に、図１を参照して、本実施例１の電子内視鏡システム１０の構成及び作用について説明
する。
【００１５】
　本実施例１の電子内視鏡システム１０は、体腔内に挿入されるものであり、当該体腔内
の観察対象である生体組織を撮像する電子内視鏡１００を有している。また、この電子内
視鏡１００が出力した信号を処理してモニタ表示可能な信号に変換する信号処理部と、体
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腔内を照明する為の照明光を放射する光源部とを兼ね備えたプロセッサ２００を有してい
る。またさらに、このプロセッサ２００が出力した信号を映像として表示するモニタ３０
０を有している。
【００１６】
　本実施例１の電子内視鏡１００は、プロセッサ２００との接続を果たすコネクタユニッ
ト１１０を有している。コネクタユニット１１０は、各信号を伝送する複数の信号線を有
した電気ケーブル１１１及び照明光を導光するファイバ束であるライトガイド１６２の一
端を保持している。これらのライトガイド１６２及び電気ケーブル１１１は、コネクタユ
ニット１１０から後述の先端部１６０に掛けて電子内視鏡１００内部に挿通されている。
ライトガイド１６２及び電気ケーブル１１１のもう一端は、この先端部１６０に保持され
ている。
【００１７】
　また、電子内視鏡１００は、当該内視鏡１００を術者が操作する為の操作部１３０を備
えている。コネクタユニット１１０と操作部１３０は、可撓性を有したユニバーサルコー
ド１４０によって接続されている。さらに、この電子内視鏡１００は、体腔内に挿入され
る部分として、可撓性を有した挿入部可撓管１５０、及びこの挿入部可撓管１５０の先端
部に形成された先端部１６０を備えている。
【００１８】
　プロセッサ２００は、そのフロント部分に、電気コネクタ２１０及びライトガイド用コ
ネクタ２２０を有している。電気コネクタ２１０は、上記信号処理部の入出力端子である
。また、ライトガイド用コネクタ２２０は、上記光源部から放射された照明光を射出する
射出部である。電子内視鏡１００とプロセッサ２００は、電気ケーブル１１１と電気コネ
クタ２１０によって電気的に接続されている。また、ライトガイド１６２とライトガイド
用コネクタ２２０によって光学的に接続されている。
【００１９】
　また、プロセッサ２００は、そのフロント部分に、電子内視鏡システム１０が有した各
構成要素の操作や設定などを実行する為の操作部２４０、及び各種情報を表示する液晶パ
ネル２４１を有している。操作部２４０を操作することによって例えば表示画面の輝度や
カラーバランス等を調整することができる。
【００２０】
　図２は、本実施例１の電子内視鏡システム１０の構成を示したブロック図である。図２
を参照すると、プロセッサ２００は、上記光源部として、体腔内を照明する照明光（白色
光）の光源であるメインランプ２２１、当該メインランプ２２１の前方に設置された集光
レンズ２２２、及び当該メインランプ２２１の発光制御を司るメインランプ制御回路２２
３を有している。なお、メインランプ２２１には、例えばメタルハライドランプや、キセ
ノンランプ、ハロゲンランプ等が想定される。
【００２１】
　操作部２４０に設けられたメインランプ２２１をオン／オフさせる点灯／消灯スイッチ
（不図示）が操作されてオンされると、プロセッサ２００全体を統括的に制御する制御部
２３０に当該スイッチオンを示した信号が入力する。制御部２３０は、この入力信号に基
づいてメインランプ制御回路２２３に制御信号を送信する。メインランプ制御回路２２３
がこの制御信号に基づいてメインランプ２２１を発光制御すると、メインランプ２２１は
点灯する。ここで、ライトガイド１６２とライトガイド用コネクタ２２０とが接続されて
いる場合、ライトガイド１６２の一端である入射端面は、ライトガイド用コネクタ２２０
に保持され、集光レンズ２２２の結像位置近傍に位置する。従って、メインランプ２２１
から照射された白色光は、集光レンズ２２２のパワーによって結像して上記入射端面から
ライトガイド１６２に入射し、その内部を先端部１６０に向かって伝送される。
【００２２】
　ライトガイド１６２のもう一端である出射端面は、先端部１６０に保持されている。こ
の出射端面の前方であり且つ先端部１６０前面には配光レンズ１６３が設置されている。
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ライトガイド１６２によって伝送された白色光は、配光レンズ１６３から射出されて体腔
内の観察対象である生体組織を照明し、当該組織で反射される。反射された白色光は、先
端部１６０前面に設置された対物レンズ１６４に入射する。
【００２３】
　対物レンズ１６４に入射した上記反射光は、当該対物レンズ１６４のパワーにより、固
体撮像素子１７１の受光面（複数の受光素子がマトリクス状に配列された面）上に、生体
組織の光学像として結像される。そしてこの受光面上で結像した生体組織の光学像は、各
受光素子においてその光量に応じた電荷として蓄積されて当該生体組織の画像信号に変換
される。
【００２４】
　固体撮像素子１７１の後方には、当該固体撮像素子１７１を駆動制御する駆動回路１８
１が設置されている。固体撮像素子１７１が生成した画像信号は、駆動回路１８１の駆動
制御によって出力され、電気ケーブル１１１が有した信号線を伝送してプロセッサ２００
に入力される。
【００２５】
　次に、プロセッサ２００における信号処理について説明する。本実施例１のプロセッサ
２００は、上記信号処理部として、画像処理信号回路２５１、アンプ２５２、メモリ２５
３、及び映像信号処理回路２５４を有している。
【００２６】
　固体撮像素子１７１から出力された画像信号は、電気コネクタ２１０を介して画像処理
信号回路２５１に入力する。そしてこの画像処理信号回路２５１により、サンプリング・
ホールド処理、Ａ／Ｄ変換され、さらに、Ｒ成分、Ｇ成分、及びＢ成分の各色成分の信号
に色分離処理されてアンプ２５２に出力される。
【００２７】
　アンプ２５２は、Ｒ成分の信号を増幅するアンプ２５２Ｒ、Ｇ成分の信号を増幅するア
ンプ２５２Ｇ、及びＢ成分の信号を増幅するアンプ２５２Ｂを有している。画像信号処理
回路２５１から出力された各色成分の信号は、それぞれ対応するアンプに入力してその強
度（信号レベル）が増幅され、メモリ２５３に出力される。
【００２８】
　メモリ２５３は、Ｒ成分の信号を格納するメモリ２５３Ｒ、Ｇ成分の信号を格納するメ
モリ２５３Ｇ、及びＢ成分の信号を格納するメモリ２５３Ｂを有している。アンプ２５２
から出力された各色成分の信号は、それぞれ対応するメモリに格納される。そして各メモ
リに格納された各色成分の信号は、制御部２３０の制御によって、メモリ２５３Ｒ、２５
３Ｇ、及び２５３Ｂの各々から所定のタイミングで同時に読み出しされ、映像信号処理回
路２５４に出力される。そしてこの映像信号処理回路２５４によってモニタ表示可能な映
像信号（例えばコンポジットビデオ信号やＳビデオ信号或いはＲＧＢビデオ信号など）に
変換される。ここで変換された映像信号がモニタ３００に出力されると、モニタ３００に
現在観察中の体腔内の映像が表示される。
【００２９】
　なお、モニタ３００に表示される映像の輝度やカラーバランス等を調整する為に操作部
２４０を操作すると、当該映像の輝度や色合いが調整されると共に、その調整レベルを示
した情報が液晶パネル２４１に表示される。この液晶パネル２４１は、バックライト２４
２に照明されることによって各種情報を表示することができる透過型の液晶パネルである
。バックライト２４２は、バックライト制御回路２４３によって発光制御されている。
【００３０】
　ここで、本実施例１の電子内視鏡システム１０では、バックライト２４２を、メインラ
ンプ２２１の代用光源をして使用することができる。図３は、本実施例１のプロセッサ２
００の内部構成であって、代用光源に関わる構成のみを抽出して示した概略構成図である
。以下に、図３を参照して、本実施例１のプロセッサ２００の代用光源の構成及び作用に
ついて説明する。
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【００３１】
　先ず、プロセッサ２００に備えられた主光源について詳説する。上述したように、本実
施例１のプロセッサ２００に備えられた主光源はメインランプ２２１である。このメイン
ランプ２２１は、メインランプ制御回路２２３の発光制御によって白色光を放射するラン
プ２２１ａを有している。また、ランプ２２１ａから放射された白色光を集光して前方に
進行させる放物面反射鏡２２１ｂを有している。またさらに、前方に進行する白色光を平
行光に変換するコリメートレンズ２２１ｃを有している。
【００３２】
　メインランプ２２１から平行光として射出された白色光は、上述したように集光レンズ
２２２のパワーによって結像して上記入射端面からライトガイド１６２に入射する。これ
により、体腔内がメインランプ２２１の白色光によって照明される。なお、メインランプ
２２１近傍には、後述する代用光源切替処理を実行する為に当該メインランプ２２１の光
量を検知する光量検知センサ２２４が設置されている。
【００３３】
　次に、代用光源として用いられるバックライト２４２及びそれに関連した構成について
説明する。このバックライト２４２は、バックライト制御回路２４３の発光制御によって
光を放射する蛍光ランプ２４２ａを有している。また、蛍光ランプ２４２ａから放射され
た光を反射させる反射鏡２４２ｂを有している。また、反射された光を均一な面光源にす
る導光板２４２ｃを有している。またさらに、導光板２４２ｃからの光を液晶パネル２４
１に向けて反射する反射膜２４２ｄ、及び導光板２４２ｃから液晶パネル２４１に向けて
放射された光を拡散する拡散フィルム２４２ｅを有している。
【００３４】
　液晶パネル２４１中の各画素は、対応する各液晶分子の状態に応じてその透過率が変化
する。この為、拡散フィルム２４２ｅを射出した光（以下、バックライト光と称する）が
液晶パネル２４１を照明すると、各画素の透過率の違いによって液晶パネル２４１の画面
上に明部と暗部ができる。このような明部と暗部の組み合わせによってその画面上に例え
ば上記調整レベルを示した図形や文字情報が現れる。
【００３５】
　また、プロセッサ２００には、代用光源として機能するようにバックライト２４２を移
動させるバックライト移動機構２４４が設置されている。バックライト移動機構２４４は
、バックライト２４２を移動させる為のステッピングモータ２４４ａを有している。また
、このステッピングモータ２４４ａの回転軸Ａとバックライト２４２とを相対的に固定さ
せたアーム２４４ｂを有している。ステッピングモータ２４４ａが回転駆動すると、回転
軸Ａに固定されたアーム２４４ｂ及び該アーム２４４ｂに保持されたバックライト２４２
が図３の紙面と直交する面内において回転する（図３中矢印方向）。
【００３６】
　次に、バックライト２４２を代用光源に切り替える代用光源切替処理について説明する
。図４は、本実施例１の制御部２３０が実行する代用光源切替処理を示したフローチャー
トである。
【００３７】
　プロセッサ２００の電源がオンされると、制御部２３０は、操作部２４０に設けられた
上記点灯／消灯スイッチがオンされているか否かを判定する（ステップ１、以下、ステッ
プを「Ｓ」と略記）。ここで、上記点灯／消灯スイッチがオンされていないと判定した場
合（Ｓ１：ＮＯ）、制御部２３０は、所定のタイミング後に再びＳ１の判定処理を実行す
る。
【００３８】
　また、上記点灯／消灯スイッチがオンされていると判定した場合（Ｓ１：ＹＥＳ）、制
御部２３０は、光量検知センサ２２４の出力値を検出し、その値が所定の閾値以下か否か
を判定する（Ｓ２）。
【００３９】
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　Ｓ２の処理において、光量検知センサ２２４の出力値が所定の閾値より高いと判定され
ると（Ｓ２：ＮＯ）、メインランプ２２１が観察対象を充分な明るさで照明している状態
であり、術者が当該対象を明瞭に視認できることを意味する。従って代用光源を利用する
必要がない。この為、制御部２３０は、本処理を進めることなく所定のタイミング後に再
びＳ２の判定処理を実行する。
【００４０】
　また、Ｓ２の処理において、光量検知センサ２２４の出力値が所定の閾値以下と判定さ
れると（Ｓ２：ＹＥＳ）、メインランプ２２１が観察対象を充分な明るさで照明していな
い状態であり、術者が当該対象を明瞭に視認できない可能性があることを意味する。従っ
て代用光源を利用する必要がある。この為、制御部２３０は、ステッピングモータ２４４
ａを１８０度回転駆動し（Ｓ３）、メインランプ２２１と集光レンズ２２２との間のスペ
ース（図３の一点鎖線で示した位置であって、集光レンズ２２２と対向する位置）にバッ
クライト２４２を移動させる。
【００４１】
　集光レンズ２２２と対向する位置に移動されたバックライト２４２から放射されるバッ
クライト光は、メインランプ２２１から照射された白色光と同様に、集光レンズ２２２の
パワーによって結像して上記入射端面からライトガイド１６２に入射し、その内部を先端
部１６０に向かって伝送される。これにより、体腔内は、メインランプ２２１の白色光の
代わりに、バックライト２４２のバックライト光によって照明される。
【００４２】
　なお、プロセッサ２００の電源がオフされると、制御部２３０は、ステッピングモータ
２４４ａを１８０度回転駆動し、液晶パネル２４１を照明する為の位置にバックライト２
４２を復帰させる。
【００４３】
　上述した代用光源切替処理を実行することにより、メインランプ２２１が故障して点灯
できない状態になったりその光量が著しく低下したりして明瞭な観察像を撮像できなくな
った場合に、バックライト２４２を代用光源として利用して体腔内を照明し、観察作業を
続行させることができる。
【００４４】
　また、本実施例１の電子内視鏡システム１０では、液晶パネル２４１用の照明光学系で
あるバックライト２４２を代用光源として利用している為、プロセッサ２００に専用の代
用光源を設置する必要がない。
【００４５】
　またさらに、本実施例１のバックライト２４２において、従来の代用光源の退避位置に
相当する位置は、液晶パネル２４１を照明する為の位置であり、バックライト２４２が本
来設置されるべき位置である。この為、代用光源を退避させるスペースをプロセッサ２０
０内部に特別に確保する必要がない。従って、代用光源を備えつつもプロセッサ２００が
大型化しない。
【００４６】
　図５は、本発明の実施例２の内視鏡システムに備えられたプロセッサ２００ｚの内部構
成であって、代用光源に関わる構成のみを抽出して示した概略構成図である。なお、本実
施例２のプロセッサ２００ｚにおいて、図３に示す実施例１のプロセッサ２００と同一の
構成には、同一の符号を付してここでの詳細な説明は省略する。以下に、図５を参照して
、本実施例２のプロセッサ２００ｚの構成及び作用を説明する。
【００４７】
　本実施例２のプロセッサ２００ｚでは、本実施例１のプロセッサ２００の如くバックラ
イト２４２そのものを移動させて代用光源として利用するのではなく、当該バックライト
２４２から放射されるバックライト光をバックライト光偏向機構２４５を用いて偏向させ
てそれを照明光として使用する。
【００４８】
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　本実施例２のプロセッサ２００ｚが備えたバックライト光偏向機構２４５は、正転及び
逆転方向に回転可能なステッピングモータ２４５ａを有している。また、ステッピングモ
ータ２４５ａの回転軸Ｂに取り付けられたギア２４５ｂを有している。ステッピングモー
タ２４５ａが回転駆動すると、回転軸Ｂに取り付けられたギア２４５ｂが図５の紙面と直
交する面内において回転する（図５中矢印Ｒ方向）。なお、以下、時計回りの矢印Ｒ方向
を正転方向とし、反時計回りの矢印Ｒ方向を逆転方向と称する。
【００４９】
　バックライト光偏向機構２４５は、ギア２４５ｂの回転に従動して矢印Ｓ方向にスライ
ドするキャタピラ２４５ｃ、及びキャタピラ２４５ｃの両端部近傍の各々に保持された偏
向プリズム２４５ｄ、２４５ｅをさらに有している。偏向プリズム２４５ｄは、バックラ
イト２４２近傍に位置するキャタピラ２４５ｃの端部に設置されている。また、偏向プリ
ズム２４５ｅは、集光レンズ２２２近傍に位置するキャタピラ２４５ｃの端部に設置され
ている。なお、偏向プリズム２４５ｄ及び２４５ｅの各々は、四角錐の光学部材を２つ貼
り合わせたものであり、その貼り合わせ面が反射面となっている。以下、偏向プリズム２
４５ｄが有する上記反射面をＭ１とし、偏向プリズム２４５ｅが有する上記反射面をＭ２

と称する。
【００５０】
　メインランプ２２１の白色光を照明光として使用しているとき、偏向プリズム２４５ｄ
は液晶パネル２４１とバックライト２４２との間のスペースから退避して位置し、偏向プ
リズム２４５ｅはメインランプ２２１の白色光の光路上から退避して位置する（すなわち
図５において実線で示された位置に配置されている）。この為、通常の状態においては、
偏向プリズム２４５ｄが液晶パネル２４１に進行するバックライト光を遮ることがなく、
且つ偏向プリズム２４５ｅがメインランプ２２１の白色光メインランプ２２１の白色光を
遮ることがない。
【００５１】
　ここで、本実施例２のプロセッサ２００ｚにおいて、上述したような代用光源切替処理
を実行し、光量検知センサ２２４の出力値が所定の閾値以下と判定されると、制御部２３
０は、バックライト２４２から放射されるバックライト光を照明光として利用する為にス
テッピングモータ２４４ａを正転方向に回転駆動する。これにより、ギア２４５ｂが正転
方向に回転し、キャタピラ２４５ｃ及び偏向プリズム２４５ｄ並びに偏向プリズム２４５
ｅが集光レンズ２２２に接近するよう矢印Ｓ方向にスライドする。
【００５２】
　矢印Ｓ方向にスライドされた偏向プリズム２４５ｄは、図５の一点鎖線で示された位置
であり、液晶パネル２４１とバックライト２４２との間のスペースに挿入される。この為
、バックライト光の一部は、偏向プリズム２４５ｄに入射し、その反射面Ｍ１によって偏
向プリズム２４５ｅに直進するように偏向される。
【００５３】
　またこのとき、偏向プリズム２４５ｅは、図５の一点鎖線で示された位置であり、メイ
ンランプ２２１と集光レンズ２２２との間のスペースに挿入される。偏向プリズム２４５
ｅの反射面Ｍ２は集光レンズ２２２と対向するよう位置する為、反射面Ｍ１によって偏向
されたバックライト光は、反射面Ｍ２によって９０度偏向され、集光レンズ２２２に入射
する。そして集光レンズ２２２のパワーによって結像して上記入射端面からライトガイド
１６２に入射し、その内部を先端部１６０に向かって伝送される。これにより、体腔内は
、本実施例１と同様に、メインランプ２２１の白色光の代わりに、バックライト２４２の
バックライト光によって照明される。
【００５４】
　なお、プロセッサ２００ｚの電源がオフされると、制御部２３０は、ステッピングモー
タ２４４ａを逆転方向に回転駆動し、偏向プリズム２４５ｄ及び２４５ｅを退避位置に復
帰させる。
【００５５】



(9) JP 4495537 B2 2010.7.7

10

20

30

　以上が本発明の実施例である。本発明はこれらの実施例に限定されるものではなく様々
な範囲で変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の実施例１の電子内視鏡システムを模式的に示した図である。
【図２】本発明の実施例１の電子内視鏡システムの構成を示したブロック図である。
【図３】本発明の実施例１のプロセッサの内部構成であって、代用光源に関わる構成のみ
を抽出して示した概略構成図である。
【図４】本発明の実施例１の制御部が実行する代用光源切替処理を示したフローチャート
である。
【図５】本発明の実施例２の内視鏡システムに備えられたプロセッサ２００の内部構成で
あって、代用光源に関わる構成のみを抽出して示した概略構成図である。
【符号の説明】
【００５７】
１０　電子内視鏡システム
１００　電子内視鏡
１１０　コネクタユニット
１１１　電気ケーブル
１６０　先端部
１６２　ライトガイド
１６３　配光レンズ
２００、２００ｚ　プロセッサ
２２０　ライトガイド用コネクタ
２２１　メインランプ
２２２　集光レンズ
２２３　メインランプ制御回路
２２４　光量検知センサ
２３０　制御部
２４１　液晶パネル
２４２　バックライト
２４３　バックライト制御回路
２４４　バックライト移動機構
２４５　バックライト光偏向機構
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